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ピアジェは道徳性の発達段階をどのように考 えたか ?
- 『子 どもの道徳判断』を読む (2) -


















































だけを対象 としたが,ここでは第 1章 ｢遊びの
中の規則｣を対象 として, ピアジェが考える道
徳性の発達段階を見ていこう｡
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を考えることは妥当でない とい うことと,第 4
章で述べた自己中心性から他律へ,そして他律


















た とえば,10歳 のある1人の子 どもは,
ビー玉遊びの規則 を実行する点に関 して































ふつ う,有名なェ リクソンの発達段階区分 を思
い浮かべるだろう｡このような意味で ｢心理的
生活全体｣を区分するのは,当然のことと言っ
て もよい｡そ うす るのが,ふつ うのことであ





②規則の種別 (た とえば, ビー玉遊びの規

























や反省の面に関 して反復 してい く過程を規










則 との関連については述べ られていない｡第 1
章の主題が ビー玉遊びの規則にあったことを考
えてみれば,これらの規則の関連ついて述べな




一般をどのように考えるか, とい う問題 も発生












徳｣ とい う言い方 も出て くることから, ピアジ
ェが道徳 とい うものをどのように考えているか
に関 して理解で きる点 もある｡前稿で確認 し
た,真の道徳は自律の道徳だ, とい うのもその
一つである｡
第 1章で主 として述べ られているのは,③の
規則の実行 と意識の区別 と関連についてであ
るoそれとの関連で,道徳の考え方についても
述べ られる｡実行 と意識の関連については, と















な段 階｣で あ る｡｢運 動 的｣(moteur)とは
｢感覚 一運動的｣(sensori-moteur)のことであ
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る｡｢運動的｣ と表現するのは第 1章だけであ
り,第 4章では ｢感覚 一運動的知能｣ と表現 し
ている｡この表現の方が,事柄の表現 として正























の段階｣ となるが,ここでは ｢初期協同｣ と訳
してお く- と, ピアジェはよぶ｡子 どもは,
ビー玉遊びで仲間に勝 とうとし始め,統一的な
ビー玉遊びの規則を制定 しようとする｡
第 4段階は,ll,12歳頃か らは じまる｡こ
の段階は ｢規則の制定化の段階｣(sta°edela













重要 となる｡｢意識化の法則｣ と ｢ずれの法則｣










めたのは誰かとい う質問に対 して,子 どもは,
規則は大人あるいは神様から発生 したと答え,
規則を変更できるか とい う質問に対 しては,規
則を変更することはできず,規則はこれからも
永続 してい くと答える｡つまり,規則の起源は
大人ない し神 とい う外部にあると考える｡そし
てそれは自分たちで変えられるものではなく,

























実行 の4段階について ピアジェは ｢別 な名
称｣ も与えている｡各段階を規定する ｢法則の
名称｣である｡4つの段階は,｢きわめで単純
で 自然 な 法 則｣(loistressimplesettres
natureles)によって定義で きる｡それは次の
4つである｡(p.31;48頁)
第 1段階 :単純 な個人的規則性 (simples
regulalitesindividueles)




第 3段階 :協同 (cooperation)
第 4段 階 :規 則 そ の もの に対 す る関心
(interetpourlaregleenele-
meme)















図 1 認知発達 と規則実行の発達,規則意識の発達の時期区分
年齢 認知発達 規則実行の発達 規則意識の発達
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質問から, ピアジェは第 2の特徴を確認 した｡
この時期の子 どもは,仲間に勝 とうとつ とめる








第 3段階において,子 どもの主たる関心が ｢心
理運動的｣(psychomoteur)なものから ｢社会
的｣(social)なものになるとい う｡｢社会的｣























って くる｡そ して この新 しい思考の習慣
は,固有の意味での演鐸法にまで至 る｡









行〕に関 して第 3段階にある子 どもは,一


















































び方に限定 して も,5種類か ら10種類のルー
ルがある｡子 どもたちがそれらの細部まで記憶
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げるのは,子 どもが,｢無政府的空想｣ と ｢合
法的手続 きによって導入された変更｣ とを区別
できるようになることである｡
｢もし変更が提案 されたら,そ うしたい と





























































































じめる場面 (p.27;41頁)-規則実行 の第 3
段階 とい う初期協同の場面一の叙述において,














なものであり,それは決 して絶対的真理 とい う
ものではない｡それに対 して,｢推論規則｣ と
は絶対的真理である｡当事者の合意によって

















｢同一視で きる｣ とい うのは,その議論の中で
形式的推論が使われていることを指すのであろ
う｡














ば,ゲームの規則 も立法化で きない ことにな
る｡だから,規則実行の第 4段階は,認知発達
の第 4段階 と即応するのであり,その限 りで認


































ここで ピアジェは,｢拘束｣ と ｢協同｣を,







































で発達 していないか らだ, と答 えるに過 ぎな
い｡相互的合意 と相互的尊敬の区別は,冒頭で






いて, ピアジェは少 し語 っている｡ ピアジェが
考える ｢真の道徳｣に関して述べている｡それ
は,｢人格に対する尊敬｣である｡これが ピア
ジェの答えとなる｡ここでい う ｢人格｣ とは,
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である｡何 を尊敬す るか とい う尊敬 の対象が,
カ ン トと異なる｡ しか し,それ以外 の道徳性の
とらえ方において, ピアジェは きわめてカ ン ト
的である｡
ピアジェは, ボヴェ (P.Bovet)に依拠 しな
が ら,道徳発達理解の方法論について述べてい
る｡ ボヴェ (つ ま りピアジェ) の方法は, どの
ように義務意識が現れ るか, とい う意識 の枠組
で捉 えようとす る｡ これに対置 され るのが,デ
ュルケ-ムの方法である｡ デュルケ-ムは,客
観 的枠 組 で捉 え よ うとす る｡ そ して ピア ジェ
は, これ ら2つの方法は,対立す るものではな
く,｢平 行 的｣(parallele)(p.77;125頁)だ
と主張す る｡つ ま り, ピアジェの方法は,デ ュ
ノレケ-ムの方法 と ｢平行 な関係｣,つ ま り相互
に相補 う関係 にある, とい うわけである｡
ピアジェのこの主張 については,疑問がある





















斐閣,1992年,34頁の ｢表 2-1 発達段階の
区分｣)に依っている｡




1法則 とし,｢ずれの法則｣を第 2法則 として
いる｡













い うのは,｢意識 の内容 を形づ くってい く
(organiser)もの｣である｡それに対 して ｢機
能｣は,｢釣 り合い (平衡)を求めて働 く法則｣
(loifonctionneled'equilibre)として ｢一貫性






















識す ることに よって構造 を形成す る｣(con-
stituerdesstructuresparlemoyend'une
prisedeconscienceadequate)と言 う (324;
565頁)｡ただし,この ｢意識化｣は ｢1回だけ
の操作｣(uneoperationsimple)とい う訳には
いかない｡むしろそれは,長期にわたるもので
ある｡｣
7)カント (野田又夫訳)｢人倫の形而上学の基礎
づけ｣,『世界の名著 32』中央公論社,1972
午,242頁において,カントは ｢実践的法則へ
の純粋な尊敬｣ と述べている｡
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